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 　日本のツバメにおける性選択形質

長谷川 克
筑波大学大学院生命環境科学研究科保全生物学研究室
指導教官：渡辺守（筑波大・生命環境），中村雅彦（上越教育大・生物）

　＜要旨＞
同一種内においても性選択を受ける形質が異なる場合がある。ツバメは、ヨーロッ
パにおいては尾長に、北アメリカにおいては羽毛の色に性選択を受けるという。長
い尾羽、赤みを帯びた羽毛がそれぞれの形態的特徴である。このことは両地域の形
態的な差異が性選択の違いによってもたらされた可能性を示している。もし性選択
の違いによって形態の地域差が形成されるのならば、上述の2地域以外の地域にお
いても形態の発達と性選択を受ける形質が一致するはずである。本研究では喉の赤
いパッチ部分が大きいことが特徴である日本のツバメにおいて、どの形質に性選択
を受けているかを調べた。調査は2005年、2006年の4月から9月にかけて上越市高
田で行った。雌雄間ではオスがより赤い喉の色を発達させていた。また繁殖回数、
繁殖成功も喉の色が赤いオスほど高い成績を示した。
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詳細はTREE seminarウェブサイトhttp://d.hatena.ne.jp/castaneacrenata/をご覧下さい．
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